
平成２8 年 5月 8 日（日） 

四季の森公園自然観察会「新緑の里山」 
NPO 法人四季の森里山研究会 

 

                                  溝田、手島、川窪、尾崎、上野 

光り輝く初夏、雑木林も光を求め植物が大きく成長しています。 

雑木林の草木観察と雑木林など生態系の人間にとって関わり、価値を考察してみましょう。 

１ 雑木林にはたくさんの花が見られます。 

葉と花の役割と構造（基本アイテムと変化）を観察してみましょう！  

        

 

 ・葉っぱの働き                  ・花の数性 双子葉類は５が基本  

・葉っぱ構造  ・・葉柄 たく葉 葉脈 鋸歯        （アブラナ科２、モクレン科３ 

・葉っぱの付き方 ・・・ 互生 対生            単子葉類は３ 

・葉っぱの変形 ネギやアヤメの葉、つる とげ   ・八重のサクラ、バラ、ヤマブキ                 

                         ・花序  

仲間どうしの特徴を見よう 

    ●ラン科  キンラン、ササバギンラン、エビネ、（シラン） 

    ●キク科  ハルジオン、セイヨウタンポポ、ニガナ    

    ●イヌサフラン科（ユリ科）  ホウチャクソウ、アマドコロ、ナルコユリ 

    ●バラ科  ヤブへヘビイチゴ     （八重とは？） 

    ●シソ科  タツナミソウ 

    ●サトイモ科 マムシグサ 

    ●アヤメ科  シャガ、アヤメ 

 

２ 里山の環境と人間の生活     ●森林を中心とした生態系の価値（生態系サービス） 

                  ●風景の構造  

 

 

次回は「花菖蒲、紫陽花の咲く里山」6 月１２日（日）13：00 から 
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